
The gatew
ay to local history

霧
島
は
江
戸
時
代
の
紀
行
文
に
も
登
場
す

る
由
緒
あ
る
温
泉
地
で
あ
り
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
坂
本
龍
馬
や
西
郷
隆
盛
が
訪
れ

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
霧
島

の
温
泉
は
近
代
以
降
、
ど
の
よ
う
に
し
て
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

『
日
本
鉱
泉
誌
』が
物
語
る
霧
島
の
姿

明
治
19（
１
８
８
６
）年
２
月
に
内
務
省
衛

生
局
は
、
日
本
初
の
組
織
的
で
全
国
的
な
鉱

泉（
温
泉
）
調
査
報
告
書
で
あ
る『
日
本
鉱
泉

誌
』を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
国
民
の
保
健
衛
生
向

上
を
目
指
す
衛
生
行
政
の
一
環
と
し
て
、
ま

た
明
治
14（
１
８
８
１
）
年
の
ド
イ
ツ
鉱
泉
博

覧
会
出
品
を
き
っ
か
け
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
の
温
泉
の
効
能
を
、
科
学
的
な
知
見
か

ら
分
か
り
や
す
く
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
所
在
地
や
泉
質
、
湧
出
量
と
い
っ
た
基

本
デ
ー
タ
に
加
え
、
利
用
状
況
や
医
学
的
効

能
が
幅
広
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
道
と
温
泉

大
正
時
代
に
入
り
、
現
在
の
吉き

っ

都と

線
が

全
通
。
さ
ら
に
昭
和
５（
１
９
３
０
）
年
に
霧

島
神
宮
駅
が
開
業
す
る
と
、
湯
治
客
に
加
え
、

霧
島
山
へ
の
登
山
や
霧
島
神
宮
へ
の
参
拝
を

目
的
と
す
る
観
光
客
が
急
増
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
硫
黄
谷
周
辺
で
の
宿
泊
や
観
光

地
と
し
て
の
整
備
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昭
和
９（
１
９
３
４
）
年
に
霧

島
が
日
本
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
と
、

観
光
地
と
し
て
の
知
名
度
が
一
気
に
上
昇
し

ま
し
た
。
昭
和
11（
１
９
３
６
）年
に
日
豊
本

線
経
由
の
門
司
―
鹿
児
島
間
の
急
行
列
車
が

運
行
を
開
始
す
る
と
、
関
東
・
関
西
・
九
州
か

ら
多
く
の
団
体
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

一
方
、
坂
本
龍
馬
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
知

ら
れ
る
塩し

お

浸ひ
た
し

温
泉
は
、
明
治
末
期
に
開
業
し

た
嘉
例
川
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
確
立
さ
れ

た
こ
と
で
発
展
し
ま
し
た
。
徒
歩
や
輿こ

し

、
馬
、

そ
し
て
昭
和
初
期
に
は
自
動
車
で
の
往
来
が

可
能
と
な
り
、
日
用
品
も
手
に
入
る
便
利
な

場
所
と
し
て
、
観
光
客
だ
け
で
な
く「
療
養
」

や「
非
日
常
」を
求
め
る
湯
治
客
に
根
強
く
愛

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
霧
島
の
温
泉

近
代
以
降
の
霧
島
は
、「
湯
治
・
療
養
」の
拠

点
と
し
て
の
基
盤
の
上
に
、
鉄
道
網
の
整
備

と「
国
立
公
園
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
加
わ
る

こ
と
で
、
日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
の
一
つ

へ
と
進
化
し
ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
交
通
手
段
が
変
わ
り
、
訪

れ
る
目
的
が「
湯
治
・
療
養
」か
ら「
登
山
・
観

光
」
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
泉
質
の
良

さ
と
旅
の
多
様
な
目
的
に
応
え
る
懐
の
深
さ

で
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
霧
島
の
温
泉
。
先

人
た
ち
が
守
り
育
て
て
き
た
霧
島
の
温
泉
は
、

こ
れ
か
ら
も
大
き
な
魅
力
と
し
て
引
き
継
が

れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

（
文
責
＝
坂
元
）

霧
島
の
温
泉
近
代
史

『日本鉱泉誌』の脱字を一部補い、旧字体は新字体に改めたもの。浴客数不明の温泉は省略した。

明
治
時
代
の
入
浴
客
数

『
日
本
鉱
泉
誌
』で
は
、
本
市
の
温
泉
の
入

浴
客
数
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す（
別
表
）。
今

で
は
想
像
し
難
い
で
す
が
、
福
山
町
の
宮
浦

宮
近
く
に
は
二
つ
の
温
泉
が
あ
り
、
合
わ
せ

て
年
間
約
11
万
６
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
霧

島
の
温
泉
全
体
で
見
る
と
、
年
間

約
25
万
人
も
の
利
用
者
が
い
た
と

さ
れ
、
当
時
の
他
地
域
の
年
間
平

均
入
浴
客
数
を
見
る
と
、
下
呂
温

泉（
岐
阜
県
）は
年
間
平
均
約
千
人
、

草
津
温
泉（
群
馬
県
）は
約
２
万
４

千
人
、
別
府
八
湯（
大
分
県
）は
約

４
万
３
千
人（
別
府
温
泉
の
み
だ

と
約
１
万
人
）
と
あ
り
、
こ
れ
ら

と
比
較
し
て
も
、
当
時
の
霧
島
が

全
国
有
数
の
温
泉
地
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

調
査
が
行
わ
れ
た
明
治
12（
１

８
７
９
）
年
・
13（
１
８
８
０
）
年

に
新
た
に
発
見
、
整
備
さ
れ
た
温

泉
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
鹿
児

島
市
と
宮
崎
方
面
を
行
き
来
す
る

人
々
の
主
要
な
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
客
数
の
多

い
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

『日本鉱泉誌』に記載されている霧島市関係の鉱泉(温泉)一覧
掲載名 現在の名称 旧地名 年間浴客 備　考
福山宮ノ脇 - 曽於郡福山浦町字宮ノ脇 69,250 現存せず・宮浦宮鳥居脇
福山宮ノ下 - 曽於郡福山浦町字宮ノ下 46,815 現存せず・宮浦宮社前
硫黄谷 硫黄谷 桑原郡下中津川村字硫黄谷 40,627 
塩浸 塩浸 桑原郡宿窪田村字塩浸 27,846 
敷根 - 曽於郡麓村字濱田 15,975 現存せず
新湯東 妙見 桑原郡宿窪田村字新湯 12,865 新湯西 桑原郡嘉例川村字四十田
木之房 日当山 曽於郡内村字木之房 9,000 
安楽 安楽 桑原郡宿窪田村字安楽 7,697 
関平 関平 桑原郡三体堂村字関平 3,710 
栗川 栗川 桑原郡中津川村字栗川 3,413 
山ノ湯 山の湯 桑原郡嘉例川村字小牧原山 3,111 
鉾投 鉾投 桑原郡三体堂村字鉾投 2,968 
明
みょう

礬
ば ん

山 明礬 桑原郡下中津川村字硫黄谷 2,856 
栄之尾 栄之尾 桑原郡下中津川村字栄之尾 2,741 
平落 平落 桑原郡宿窪田村字平落 1,943 
大良谷 太良 桑原郡万膳村字大良谷 1,260 
殿湯 殿湯 桑原郡中津川村字殿湯 368 
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